
4040200 自然災害に対する地域保全
幸

滝沢市に愛着を持っている人の割合
4

75 75.7 76.4 77 77.7 -
福 ％ 74.2

72.3 78.3 0 - - 0.0

政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

１．基本施策の実現状況を明らかにする
(１) 基本施策が４年間でめざす姿

(２) 基本施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この基本施策に関わる基本施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 基本施策を構成する施策及び目標値の達成状況
施 策 名 基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No
施 策 目 標 指 標 進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

単  位

単  位

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月11日 1頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０４ 河川砂防・雨水排除施設の整備

河川課長  五日市　朗

市内を流れる河川や市街地の雨水排水の氾濫による浸水被害を未然に防止するため、浸水対策にかかる計画的な整備を行う

とともに、火山砂防や土石流・地すべりなどの土砂災害から市民を守るため、これらを所管する国や県に協力し必要な整備

を推進することにより、自然災害に強い安全・安心なまちづくりを目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮 浸水被害件数

1 ら 1 1 1 1 1 -
件 1

し 1 0 0 - - 0.0

幸 滝沢市に愛着を持っている人の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 -
％ 74.2

福 72.3 78.3 0 - - 0.0

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

04040100 安全安心な雨水排除施設の整備
暮

浸水被害件数
1 ら

1 1 1 1 1 -
し 件 1

1 0 0 - - 0.0

04040100 安全安心な雨水排除施設の整備
幸

滝沢市に愛着を持っている人の割合
2

75 75.7 76.4 77 77.7 -
福 ％ 74.2

72.3 78.3 0 - - 0.0

04040200 自然災害に対する地域保全
暮

災害に強いまちだと感じている人の割合
3 ら

44 44 45 46 47 -
し ％ 42.7

40.7 46.9 0 - - 0.0

0
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 政策との関連性
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(１) 基本施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月11日 2頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０４ 河川砂防・雨水排除施設の整備

河川課長  五日市　朗

・火山砂防や土石流・地すべりなどの土砂災害対策として、これまで、国の直轄砂防事業の要望活動を行うとともに、土砂
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(２) 基本計画期



政    策 :
基本施策 :

主管課長職・氏名

関係課長職・氏名

(４) 所管施策別事業計画表
施    策    別    事    業    費    計    画    額

No 施 策 名
４ヵ年計

前 年 度 比 較 (%)

様式Ｂ 最終更新日：平成30年04月11日 3頁

前期基本計画 平成３０年度 基本施策方針書

０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０４ 河川砂防・雨水排除施設の整備

河川課長  五日市　朗

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度

04040100  安全安心な雨水排除施設の整備
1

65,856 94,950 △30.6 65,757 81,035 81,749 294,397

04040200  自然災害に対する地域保全
2

0 0 0.0 0 0 0 0


